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研究報告書 

厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援総合研究事業）  

令和三年度総括研究報告書 

多様な世代の女性に対する情報メディアを通じた 

アプローチの実践と情報発信基盤の構築に向けた研究 

 

研究代表者：藤井 知行 東京大学医学部附属病院 

 

研究要旨 

人生 100 年時代と言われるように日本人は長寿化しており、特に女性の平均寿命は男性より

も長い。一方で、要介護平均期間では女性の方が男性よりも長くなっており、女性の健康寿命

を延長させることは、女性の QOL のさらなる向上につながるだけでなく、現役世代の介護に

かかる経済的、肉体的、精神的な負担を軽減する上で喫緊の課題であると言える。女性の健康

には性成熟期に卵巣から分泌される性ホルモンが大きな影響を与えており、閉経前後で女性の

健康問題は大きく変化する。こうした女性特有の健康問題についての知識を一般に普及させ、

女性が健康的な生活をより長く送ることができるように啓蒙することは、女性の健康寿命延長

に向けた有効な施策である。 

本研究では「女性の健康リテラシーに関する基盤を構築すること」を目標として、多診療科で

共同して女性の健康に関する最新でかつ信頼性の高い情報を収集し、Web サイトの形式でホー

ムページ上に一般公開、閲覧情報を解析して現状で情報提供が不十分で一般にニーズがあると

考えられる領域を明らかにした。また女性の健康についてアドバイスができる「女性の健康相

談員」を養成するための教育プログラムを構築している。産婦人科領域だけでなく、診療科横

断的に、なるべく平易な言葉で解説したカリキュラムを作成し、Web サイトでの一般公開に向

けて準備を進めた。 

 

 

研究分担者氏名・所属研究機関名及び所属研究機関における職名  

大須賀穣：東京大学 医学部附属病院 女性外科教授 

秋下雅弘：東京大学 医学部附属病院 老年病科教授 

春名めぐみ：東京大学 大学院医学系研究科 母性看護学・助産学教授 

市橋香代：東京大学 医学部附属病院 精神神経科特任講師 

菊池昭彦：埼玉医科大学 医学部総合医療センター 産婦人科教授 

田中裕之：東京大学 医学部附属病院 小児科助教 

田中栄：東京大学医学部附属病院整形外科学教授 

対馬ルリ子：医療法人社団 ウィミンズ・ウェルネス対馬ルリ子女性ライフクリニック銀座 理

事長・院長 

鈴木眞理：政策研究大学院大学保健管理センター教授  

平池修：東京大学医学部附属病院女性診療科・産科准教授  

若尾文彦：国立がん研究センターがん対策情報センター センター長 
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A. 研究目的 

 

人生 100 年時代と言われるように日本人は

長寿化しており、国際的に見ても日本人の平

均寿命は常に上位３位に入っている。特に日

本人女性の平均寿命は男性よりも７年間も長

い。一方で、平均寿命から寝たきりや認知症

など介護状態の期間を差し引いた期間である

健康寿命で男女を比較すると、日本人女性の

健康寿命は男性よりも 4 年しか長くない。つ

まり要介護平均期間は男性の 9 年間に対し女

性は 12 年間であり、女性は男性よりも要介

護期間が長いわけである。従って、女性の健

康寿命を延長させることは、女性の QOL の

さらなる向上につながるだけでなく、現役世

代の介護にかかる経済的、肉体的、精神的な

負担を軽減する上で喫緊の課題であると言え

る。 

女性の健康には、性成熟期に卵巣から分

泌される性ホルモンが大きく影響し、50 歳

前後で閉経すると生活習慣病が急激に増加

する。例えば、50 歳前では脂質異常症の患

者数は男性の方が女性よりも多いが、50 歳

以降では女性の方が男性よりも多くなる。

また高齢期女性の多くは骨粗鬆症、認知症

など高齢期特有の問題を抱え、結果として

フレイル（加齢により心身が老い衰えた状

態）で過ごす期間が男性よりも長くなって

いる。これらの女性特有の健康問題につい

ての知識を一般に普及させ、女性が健康的

な生活をより長く送ることができるように

啓蒙することは、女性の健康寿命を延長さ

せる上で重要である。 

我が国のこれまでの健康支援対策では、

女性の健康を管理する政策は十分ではなか

った。その要因の一つは、「女性の健康リテ

ラシーに関する基盤構築が不十分である」

ために、性ホルモンのダイナミックな変化

により影響される女性の健康特性が国民に

十分に認識されていないことであると我々

は考えている。そこで本研究では、「女性の

健康リテラシーに関する基盤を構築するこ

と」を主目的とした。 

本研究班の班長である藤井は平成 27 年度に

女性の健康についての多彩な情報を提供する

ホームページ（以下 HP）を立ち上げ、産婦人

科医師が中心となり内科、整形外科、小児

科、老年病科などと共同して、女性の健康に

関する最新でかつ信頼性の高い情報を収集

し、インターネット上で一般公開した。本年

度も、ユーザーが求めている情報つまり現状

で一般に情報提供が不十分でニーズがあると

考えられる情報を明らかにすることを目的と

して、HP を更新して、毎月、サイト毎にユー

ザー解析を行なった。 

女性特有の疾患には、複数の診療科による

集学的な治療を必要とする診療科横断的なも

のがある。そのような診療科横断的な疾患の

場合、従来の医学の枠組みでは情報提供体

制・診療体制を整備することが困難であり、

そのような疾患に対する認知、疾患予防や治

療に関する理解が不十分となってしまう。例

えば神経性やせ症などの摂食障害は精神科疾

患ではあるが、栄養不良による骨量の低下に

伴う易骨折性、内分泌器官の機能不全に伴う

発育障害や性発達障害、嘔吐に伴う胃液の逆

流による酸蝕症（細菌の関与がない酸による

化学的な歯質の溶解）や齲歯など様々な症状

を合併する。逆に、これらの症状が契機で摂

食障害と診断されるケースもある。したがっ

て摂食障害の患者には、精神科医だけでな

く、産婦人科医、整形外科医、小児科医、内

分泌・代謝内科医、歯科医など複数の診療科

の医師、看護師による診療と家族の支援が必

要となる。現状では、摂食障害そのものに対

する情報提供や診療体制は整備されつつある

が、それぞれの診療科専門医による診療科縦

断的なものがほとんどでありいまだ十分とは

言えない。 

このような現状を打開するために、「女性

の健康相談員」を養成することが有効である

と考えている。「女性の健康相談員」の役割

として、複雑な病態を呈する女性特有の疾患

について、教育機関や職場などで啓蒙活動を

行ったり、実際に職員の相談にのったりする

ことを期待している。我々はそのような「女

性の健康相談員」を養成するための教育プロ

グラムを Web サイトで作成し、インターネッ

ト上で一般公開する準備を進めている。それ

ぞれの教育プログラムでは、女性の健康に関

わる諸問題について産婦人科領域にとどまら
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ず診療科横断的に、なるべく平易な言葉で解

説している。またその理解度を評価するため

に確認テストを設けており、いわゆる e ラー

ニングの形式をとっている。女性の健康教育

プログラムにおいて、医師が非医療者を対象

として作成、監修した一般公開 Web サイトの

e ラーニングはこれまでにない。本研究は女

性の健康に関する情報の提供、普及における

e ラーニングの有効性を評価し、より効果的

な情報提供のあり方を明らかにすることを目

的としている。 

 

B. 研究方法 

 

平成 27 年度に立ち上げた女性の健康に関す

る多彩な情報を提供する HP をベースとし

て、令 3 年度も引き続き Web サイトの内容を

更新して、閲覧しているユーザーの解析を行

なった。本研究のプラットフォームである HP

に掲載されている記事に関して評価するため

に、毎月のセッション数およびページビュー

PV 数を集計、解析した。より広く情報提供を

行うために、SEO（Search Engine 

Optimization：検索サイトにおける検索結果で

自らのサイトを多く露出するために行う作

業）対策を継続的に行った。解析に関しては

グーグルアナリティクスでデータを抽出し

た。本研究をおこなうにあたり、これらアク

セスに関する情報（年齢層、アクセスした端

末の種類、セッション数、PV 数、よくアクセ

スされる記事）を解析したが、これらは機器

そのものから得られる属性だけであるため、

個人を識別できるような個人情報を含まない

ことから倫理面に関して問題点はない。 

女性の健康管理に関して熟知し女性の健康

についてアドバイスできる人材（女性の健康相

談員）を養成することを目的して、教育カリキ

ュラムの作成を行なった。日本産科婦人科学会

の女性のヘルスケアアドバイザー養成プログ

ラムを一部活用し、不足している内容を追加、

古くなっているデータを更新することにより、

eラーニングシステムを構築した。作成した eラ

ーニングのカリキュラムは、主に企業、自治体、

教育機関などで女性の健康増進・向上に役立て

ることとし、一般公開に向けて準備を進めた。 

 

C. 研究結果 

 

女性を対象とした情報提供 HP「女性の健康推

進室ヘルスラボ」とそのアクセス内容に関す

る研究 

本 HP（図 1）はライフステージ別女性の健康

ガイドという大項目から、小児期・思春期、

成人期、更年期、老年期、妊娠・出産、とい

う小項目に移動出来るようにしている。本年

度は大きなスタイル変更は行わなかった。

「お知らせ一覧」（http://w-

health.jp/information/）に新規記事を追加し

た。本年は特に検索されることの多いキーワ

ードに関する女性の健康関連の記事や、ニ

ュースなどで話題となった健康関連の出来

事に関する解説記事を中心に新規情報を追加

した。また SEO 対策として、記事内容の更

新、記事の作成者もしくは編集者の氏名、

所属、取得資格などを明記し、掲載されて

いる記事が信頼できるものであることを示

した。 

 

HP ユーザーの解析 

平成 28 年 3 月に HP が開設されて以来、 令

和 3 年 12 月末日までの HP へのアクセスに関

するデータを解析し、デバイス別セッション

数および年齢別月間セッション数からみたユ

ーザー属性を検討した。ユーザー属性は、25

歳から 44 歳の女性がメインユーザーであっ

た。アクセスするデバイスの９割がモバイ

ルであり、PC は１割だった。本 Web サイ

トを新規に訪問したユーザーが 9 割、リピ

ート訪問が 1 割だった。アクセスは平日に

集中し、週前半から後半にかけて下落して

いた。アクセスした時間帯は 19 時から 23

時の夜が約４割と最多で、ついで 13 時から

18 時の午後が約 2.5 割だった。PV 数は令

和 2 年 4 月から下降トレントにあったが、

令和 2 年 11 月から再度緩やかに上昇トレン

ドとなっていた。来訪ユーザーの月あたり

の訪問回数は 1.1 回だった。本 Web サイト

の流入経路は 9 割が自然検索であり、その

９割が Google/Yahoo であった。平均滞在時
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間 1 分以内が 8 割を占め、全体の 6 割が 0

秒滞在（1 ページしか見なかったユーザ

ー）であった。 

1 ヶ月間にサイト内のページが表示された回

数（月間 PV 数）は、平成 28 年から増加傾向

が続き、令和元年 12 月には月間 PV 数が 185

万回に達した。さらに新型コロナウィルス感

染拡大を受けて、令和 2 年 1 月から４月にか

けて月間 P V 数は急激に増加し、令和 2 年 4

月の月間 PV 数は 290 万回に達した。新型コ

ロナウィルスの感染拡大により、健康に関す

る興味、関心が急速に高まったことが影響し

たと推測される。ところが、令和 2 年 5 月以

降は PV 数が激減し、5 月は 83 万回、6 月は

26 万回と徐々に減少し、11 月には 11 万回と

なり、平成 29 年頃の月間 P V 数の水準まで減

少した。 

新型コロナウィウルスは依然として収束し

ておらず、健康に関する興味、関心が低下

したとは考えられなかった。令和 2 年 5 月

の Google 検索のアルゴリズムアップデート

が要因と考えている。本 Web サイトの特性

を調査すると、1）新規訪問が 9 割でリピー

ト訪問が１割であること、2）流入経路の 9

割が自然検索であり、さらにその９割を

Google/Yahoo が占めていることが明らかと

なった。つまり本 Web サイトの PV 数は

Google 検索のアルゴリズムに影響されやす

く、PV 数の増加には SEO 対策が急務であ

ることが判明した。 

 

女性の健康相談員の e ラーニングシステム 

令和 2 年度に「女性の健康相談員」養成のた

めの教育プログラムについて、本年度はカリ

キュラム及びコースの内容の大幅な更新作業

を行なった。カリキュラムを基礎的講座と専

門的講座に分類し、専門的な講座を４領域

（企業や自治体などの健康相談員向け講座、

アスリートや教育機関や企業の運動部担当者

向け講座、中高年女性向け講座、教育機関の

職員講座）のコースに細分類した。基礎講座

は「月経時障害」「月経前緊張症」を作成し

た。専門講座は、企業や自治体などの健康相

談員向けの講座として「合併症を持つ女性の

妊娠、妊娠中、妊娠後にみられる症状への対

応」「乳がん検診」「更年期障害、不定愁

訴」「子宮がん検診」を作成、アスリートや

教育機関および企業の運動部担当者向けの講

座として「原発性無月経、思春期の月経異常

とその治療」「摂食障害に対する適切な対

応」「骨粗鬆症」「女性アスリートのヘルス

ケア」を作成、中高年女性向けの講座として

「血管運動神経障害」「不眠、うつ、認知

症」「腰痛関連」「排尿関連症状」「外陰掻

痒」「動脈硬化症に関連した症状」「女性に

多くみられるがん」「加齢と妊孕性」「ロコ

モ、フレイル」を作成、教育機関の職員向け

の講座として「避妊「リプロダクティブ・ヘ

ルス・ライツと安全な中絶」」「日常診療で

遭遇しうる若年女性の性感染症」「性暴力被

害、ハラスメント、D V」「プレコンセプシ

ョンケア」「OC/LEP」を作成した。またそれ

ぞれのカリキュラムには確認テストを追加

し、ユーザーの理解度を評価することとし

た。アップデートされた e ラーニングの次年

度以降の一般公開に向けて、準備を進めてい

る。システムエンジニアの人手不足によ

り、今年度予定していた一般公開は延期と

なり、令和 4 年度の予定となった。より効

果的な「女性の健康に関する教育支援プロ

グラム」の構築を目指している。 

これまでは、日本内分泌学会学術集会、日本

内分泌学会関東甲信越支部学術集会、全国大

学保健管理集会、日本摂食障害学会学術集会

などで e ラーニングについて紹介資料を作

成、広報活動を行なってきたが、当研究の取

り組みの成果を令和３年 4 月に新潟市で開

催された第 73 回日本産科婦人科学会学術総

会で公表した。 

 

 

D. 考察 

 

「女性の健康リテラシーの基盤構築」を主

目標とする我々の活動は、女性の健康に関す

る情報提供を行う Web サイトと女性特有の疾

患に関する e ラーニングを作成、運用、評価

することにより、女性の健康を支える全ての

人に対する啓発を行なっている。信頼性の高

い情報を、定期的に更新して一般公開するこ
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とにより、女性の健康に関する意識が高ま

り、理解が深まることが期待される。新型コ

ロナウィルス感染拡大を受けて、一般ユーザ

ーの健康に関する興味、関心が高まった。さ

まざまな Web サイトが健康関連の記事を掲載

したこともあり、そのサイトの信憑性を正確

に評価することを目的として、Google の検索

アルゴリズムアップデートが頻繁に行われて

いる。継続して多くのユーザーに女性の健康

に関する信頼性の高い情報提供をする上で

は、このアルゴリズムアップデートに適切に

対応していく重要性が明らかとなった。 

自然検索からの流入が大部分を占める本

Web サイトでは SEO 対策を十分に行うこと、

アルゴリズムアップデートにより増減するこ

とがある検索エンジンからの流入だけでなく

SNS からの流入を増やすことの重要性が示さ

れた。SEO 対策としては、既存の記事の再編

集を行い、検索数の多いキーワードをタイト

ル・見出しに埋め込むようにする。また検索

数の多いキーワードに対して、新しいコンテ

ンツを作成する。さらに、ユーザーが検索し

ているキーワードをもとに記事の構成を行

い、執筆者が異なる場合でも、タイトルや見

出しの設定を統一できる体制を構築する。ま

たユーザーの多い LINE や Twitter のシェア機

能を追加することも有用であると考えられ

る。 

また本 Web サイトに関してユーザビリティ

上の問題点も明らかとなった。訪問回数あた

りの滞在時間が短いこと、PV 数が少ないこと

の要因として、探している情報にたどりつき

にくいこと、情報が理解しにくいこと、関連

情報が得られにくいことが考えられる。本

Web サイトのユーザーの９割はモバイルデバ

イスからアクセスしており、小さなスマホの

画面でも必要としている情報にアクセスでき

るように、目次等を用いて各デバイスのファ

ーストビューでサイトの役割や得られる情報

を伝えられるようにする。また類似した情報

はセットで配置すること、サイト内検索で想

定されるキーワードでの検索対応を可能に

し、関連しない情報は表示しないなどの工夫

が必要である。また、記載されている情報が

わかるように見出しをつけること、重要情報

には太字などを用いて強調することも有用で

ある。コンテンツ間で連携した導線を設置す

ることにより、滞在時間、PV 数の増加が期待

できる。 

今後さらに有用な対策を取れるように分析

環境の整備も課題である。Google Analytics で

は可能となっているクリックや動画再生のイ

ベント設定を行うことにより、ユーザーの生

の行動を辿ることが可能となる。またダッシ

ュボード環境を整備し、PDCA サイクルを素

早く回せるようにすることも分析の上で有用

であると考えている。 

 

またより多くのユーザーが本 HP を継続して

閲覧するための方策として、企業や自治体、教

育機関の職員を対象に、本研究で作成した Web

サイト、e ラーニングを職場単位で紹介するこ

とを検討している。本研究班の班長である藤井

は、平成 30 年、令和元年に企業や地方自治体を

対象とした「女性の健康維持」に関する職場に

おける取り組みの実地例を収集した。なでしこ

銘柄企業を中心としたいくつかの企業では、女

性の健康維持に関する独自の取り組みを行な

っていた。そのような女性の健康維持に積極的

に取り組む企業や自治体の健康管理部門の担

当者に、本研究で作成した Web サイトや e ラー

ニングを紹介し、企業内で広報活動を行い啓蒙

活動に活用してもらうことにより、多くのユー

ザーに情報を届け、女性の健康維持に関するリ

テラシー向上を図ることができる。また e ラー

ニングのカリキュラムを用いて、企業単位での

ヘルスリテラシーの評価、企業間比較を行い、

それぞれの企業での女性健康推進対策の立案

をサポートできる可能性がある。 

現在は情報提供 Web サイトと e ラーニング

はそれぞれ独立して運用しているが、今後は

情報提供 Web サイトの閲覧状況を解析するこ

とにより、どのような分野がユーザーに興味

を持たれているか調査し、e ラーニングのカ

リキュラムに反映させる、逆に e ラーニング

の確認テスト結果などを解析することによ

り、どの分野の情報提供が足りていないかを

調査し、情報提供 Web サイトに反映させると

いうような相互連携を進めていく予定であ

る。 
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E. 結論 

 

女性の健康寿命延長を実現するためには、

女性特有の健康問題についての知識を一般に

普及させ、女性が健康的な生活をより長く送

ることができるように啓蒙する「女性の健康

リテラシーの基盤構築」が重要な施策であ

る。「女性の健康リテラシーの基盤構築」を

主目標とする我々の活動では、女性の健康に

関する情報提供を行う Web サイトと女性特有

の疾患に関する e ラーニングを作成、H P 上

で運用している。本 H P は継続的に幅広いア

クセスを得ていることからその有用性は示さ

れているが、Web サイトでは情報を提供しき

れないターゲットがいること、検索サイトの

アップデートが起因すると考えられるアクセ

ス数の急激な変化があることが明らかとなっ

た。この変化を解析することにより、効率的

に情報提供をする上で重要な因子が明らかに

なりつつある。本 HP をより多くのユーザー

が継続して閲覧するように、検索サイトで本

H P が上位に検索結果表示されるような工夫

を行うとともに検索サイトに依存せずに本 HP

を周知する方策をおし進めていく。また「女

性の健康相談員」を養成するための e ラーニ

ングカリキュラムと情報提供 Web サイトを相

互連携して運用していくことにより、よりニ

ーズの高い情報を収集し、広く提供する情報

基盤を構築する。 

本研究で構築する情報基盤により、「多診

療科による包括的な女性診療モデル」、「診

療科横断的なオンライン診療」にまで昇華

し、女性の健康を推進するための医療法整

備、経済活動が展開されることが期待され

る。 

 

F. 健康危険情報 

特になし 

 

図 1 
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サイト概要

「⼥性の健康推進室 ヘルスケアラボ」は、すべての⼥性の健康を⽀援するために厚⽣労働省と研究
班が作成した健康情報提供サイトです。

サイト名称 ⼥性の健康推進室 ヘルスケアラボ

サイトＵＲＬ http://w-health.jp/

Facebookペー
ジ

https://www.facebook.com/womenhealthjp/

サイト開設 2016年3⽉31⽇β版開設

メニュー説明

◇⼥性の健康ガイド
ライフステージ別の健康に関する悩みや疑問を詳しく解説。

◇病気を調べる
キーワードや症状で簡単に気になる病気を調べることがで
きる検索機能。

◇セルフチェック
簡単な質問に答えるだけですぐにセルフチェックが可能。

◇⼥⼦⼒アップレシピ
気になる症状などに効く簡単レシピをご紹介。

◇病気Q&A
⼥性の病気と悩みをQ&A形式で詳しく解説。

◇BMI測定
⾝⻑と体重を⼊⼒し、簡単にBMIを測定できる機能。

グーグルアナリティクスを用いて行動を解析4
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LOGY. 

28巻3号 244-245 2021 

芦川 すが, 泉 玄
太郎, 森嶋 かほ
る ,  浦田  陽子 ,  
能瀬 さやか, 廣
田 泰, 甲賀 かを
り ,  平池  修 ,  大
須賀 穣, 

術中に他科との連携を
要した良性疾患に対す
る腹腔鏡下手術症例の
検討. 

関東連合産科
婦人科学会誌 

58 679-684 2021 
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矢野 倫子, 泉 玄
太郎, 竹内 亜利
砂, 森嶋 かほる, 
浦田 陽子, 能瀬 
さやか, 廣田 泰, 
甲賀 かをり, 平
池  修 ,  藤井  知
行, 大須賀 穣 

当院における子宮鏡下
選択的卵管通水法の効
果についての検討. 

産科と婦人科 88 639-642 2021 

Kazawa K, Akis
hita M, Ikeda 
M, Iwatsubo T, 
Ishii S. 

Experts' perception o
f support for people 
with dementia and t
heir families during 
the COVID-19 pande
mic. 

Geriatr Gero
ntol Int. 

Epub ahea
d of print 

 2021 

Handa N, Mits
utake S, Ishiza
ki T, Nakabaya
shi T, Akishita 
M, Tamiya N, 
Yoshie S, Iijima
 K. 

Associations of copre
scribed medications f
or chronic comorbid 
conditions in very ol
d adults with clinical
 dementia: a retrosp
ective cohort study u
sing insurance claim
s data. 

BMJ Open 11(7) E043768 2021 

Yamada Y, Koji
ma T, Umeda-K
ameyama Y, Og
awa S, Eto M, 
Akishita M. 

Outcomes of anticoag
ulant prescribing for 
older patients with a
trial fibrillation depe
nds on disability lev
el provided by long-t
erm care insurance. 

Arch Geront
ol Geriatr. 

96 104434 2021 

Kazawa K, Kub
o T, Ohge H, A
kishita M, Ishii 
S. 

Preparedness guide f
or people with deme
ntia and caregivers i
n COVID-19 pandem
ic. 

Geriatr Gero
ntol Int. 

21(7) 593-595 2021 

Umeda-Kameya
ma Y, Kameya
ma M, Tanaka 
T, Son BK, Koji
ma T, Fukasaw
a M, Iizuka T, 
Ogawa S, Iijim
a K, Akishita 
M. 

Screening of Alzheim
er's disease by facial 
complexion using art
ificial intelligence. 

Aging (Alban
y NY) 

13(2) 1765-1772 2021 

Suzuki Y, Saka
kibara M, Shira
ishi N, Komiya 
H, Akishita M, 
Kuzuya M. 

se of Anti-Dementia 
Drugs Reduces the R
isk of Potentially Ina
ppropriate Medicatio
ns: A Secondary Ana
lysis of a Nationwide
 Survey of Prescribin
g Pharmacies. 

Dement Geri
atr Cogn Dis
ord. 

Online ahe
ad of prin
t. 

 2021 

Kojima T, Mizo
kami F, Akishit
a M. 

Geriatric managemen
t of older patients w
ith multimorbidity. 

Geriatr Gero
ntol Int 

20 1105-1111 2021 



 

- 15 - 

 

Nomura K, Eto 
M, Ogawa S, K
ojima T, Iijima 
K, Nakamura 
T, Araki A, Ou
chi Y, Akishita 
M. 

Association between 
low muscle mass an
d metabolic syndrom
e in elderly Japanes
e women. 

PLoS One. 15 E0243242 2021 

Japan Geriatric
s Society Subco
mmittee on En
d-of-Life Issues 
and New Coron
avirus Counter
measure Team, 
Kuzuya M, Aita
 K, Katayama 
Y, Katsuya T, 
Nishikawa M, 
Hirahara S, Mi
ura H, Yanaga
wa M, Arai H, 
Iijima K, Okoch
i J, Kozaki K, 
Yamaguchi Y, 
Rakugi H, Akis
hita M. 

The Japan Geriatrics
 Society consensus st
atement "recommend
ations for older pers
ons to receive the be
st medical and long-t
erm care during the 
COVID-19 outbreak-c
onsidering the timin
g of advance care pl
anning implementati
on". 

Geriatr Gero
ntol Int. 

20 1112-1119 2021 

Japan Geriatric
s Society Subco
mmittee on En
d-of-Life Issues, 
Kuzuya M, Aita
 K, Katayama 
Y, Katsuya T, 
Nishikawa M, 
Hirahara S, Mi
ura H, Rakugi 
H, Akishita M. 

Japan Geriatrics Soc
iety "Recommendatio
ns for the Promotion
 of Advance Care Pl
anning": End-of-Life 
Issues Subcommittee 
consensus statement. 

Geriatr Gero
ntol Int 

20 1024-1028 2021 

Sugawara C, Yam
ana H, Sasagawa 
E, et al. 

Factors Associated with 
Surgical Treatment in P
ostpartum Women with 
Mastitis or Breast Absc
ess: A Retrospective Co
hort Study. 

Breastfeed Me
d. 

17(3) 233-238 2022 

Murakami M, Yo
nezawa K, Shimiz
u S, Haruna M, 
Sasagawa E, Usui
 Y. 

Newborn-oriented and e
nvironmental factors for
 newborns' skin barrier 
functions. 

Jpn J Nurs 
Sci. 

19(2) e12457 2022 

Shiraishi M, M
atsuzaki M, Ts
unematsu R, W
atanabe S, Kob
ayashi R, Haru
na M. 

Effects of Individual 
Dietary Intervention 
on Nutrient Intake i
n Postpartum Japan
ese Women: A Rand
omized Controlled Tr
ial. 

Nutrients. 13(9): 3272 2021 

Hikita N, Batsa
ikhan E, Sasaki
 S, Haruna M, 
Yura A, Oidovs
uren O. 

Factors Related to L
acking Knowledge on
 the Recommended 
Daily Salt Intake a
mong Medical Profes
sionals in Mongolia: 
A Cross-Sectional St
udy. 

Int J Enviro
n Res Public
 Health. 

18(8) 3850 2021 
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Shimizu S, Yonez
awa K, Haruna 
M, et al. 

Relationship between th
e skin barrier function 
of 2-week-old infants af
ter bathing and facial s
kin problems during the
 first 6 weeks of life: 
A prospective observati
onal cohort study 

Jpn J Nurs Sc
i. 

 e12408 2021 

Hashimoto N, Y
asui-Furukori 
N, Hasegawa 
N, Ishikawa S, 
Numata S, Hori
 H, Iida H, Ichi
hashi K, Furiha
ta R, Murata 
A, Tsuboi T, Ta
keshima M, Ky
ou Y, Komatsu 
H, Kubota C, O
chi S, Takaesu 
Y, Usami M, N
agasawa T, His
himoto A, Miur
a K, Matsumoto
 J, Ohi K, Yam
ada H, Inada 
K, Watanabe K,
 Shimoda K, H
ashimoto R. 

Characteristics of dis
charge prescriptions 
for patients with sch
izophrenia or major 
depressive disorder: 
Real-world evidence f
rom the Effectivenes
s of Guidelines for D
issemination and Ed
ucation (EGUIDE) ps
ychiatric treatment p
roject. 

Asian Journ
al of Psychia
try 

63 102744 2021 

Furihata R, Ots
uki R, Hasegaw
a N, Tsuboi T, 
Numata S, Yas
ui-Furukori N, 
Kashiwagi H, H
ori H, Ochi S, 
Muraoka H, On
itsuka T, Koma
tsu H, Takeshi
ma M, Hishimo
to A, Nagasawa
 T, Takaesu Y, 
Nakamura T, A
sami T, Miura 
K, Matsumoto 
J, Ohi K, Yasu
da Y, Iida H, O
gasawara K, H
ashimoto N, Ich
ihashi K, Yama
da H, Watanab
e K, Inada K, 
Hashimoto R. 

Hypnotic medication 
use among inpatient
s with schizophrenia 
and major depressive
 disorder: results of 
a nationwide study. 

Sleep Med 89 23-30 2022 
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Ogasawara K, 
Numata S, Has
egawa N, Naka
taki M, Makino
dan M, Ohi K, 
Takeshima M, 
Tsuboi T, Hashi
moto N, Onitsu
ka T, Muraoka 
H, Hori H, Ichi
hashi K, Inagak
i T, Yasui-Furu
kori N, Hishimo
to A, Sugiyama 
N, Fukumoto 
K, Nagasawa T,
 Matsumoto J, 
Takaesu Y, Fur
ihata R, Nemot
o K, Nakamura 
T, Usami M, M
iura K, Fujimot
o M, Tagata H, 
Yamada H, Ko
matsu H, Ochi 
S, Atake K, Ka
tsumoto E, Kid
o M, Kishimoto 
T, Suwa T, Ya
mamura S, Iga 
JI, Iida H, Inad
a K, Watanabe 
K, Hashimoto 
R. 

Subjective assessmen
t of participants in e
ducation programs o
n clinical practice gu
idelines in the field 
of psychiatry. 

Neuropsycho
pharmacol R
ep 

  2022 

Onitsuka T, Hir
ano Y, Nakaza
wa T, Ichihashi
 K, Miura K, I
nada K, Mitom
a R, Yasui-Furu
kori N, Hashim
oto R. 

oward recovery in sc
hizophrenia: Current 
concepts, findings, a
nd future research d
irections. 

Psychiatry C
lin Neurosci. 

  2022 

Ichihashi K, Ky
ou Y, Hasegawa
 N, Yasui-Furu
kori N, Shimizu
 Y, Hori H, Ha
shimoto N, Ide 
K, Imamura Y, 
Yamada H, Och
i S, Iga JI, Tak
aesu Y, Ohi K, 
Tsuboi T, Iida 
H, Yamagata 
H, Hishimoto 
A, Horai T, Us
ami M, Makino
dan M, Nagasa
wa T, Komatsu 
H, Kido M, Mu
raoka H, Atake 
K, Takeshima 
M, Kubota C, I
nagaki T, Tama
i S, Kishimoto 
T, Furihata R, 
Matsumoto J, 

The characteristics of
 patients receiving p
sychotropic pro re na
ta medication at disc
harge for the treatm
ent of schizophrenia 
and major depressive
 disorder: A nationwi
de survey from the 
EGUIDE project. 

Asian J Psyc
hiatr. 

69 103007 2022 



 

- 18 - 

 

Yagi Y, Takaha
shi Y, Ogata Y,
 Yamana H, Ku
makura Y, Ichi
hashi K, Kasai 
K, Kondo S. 

Oral corticosteroid do
sage and clinical pre
sentation of psychiat
ric conditions after s
teroid use: A consult
ation-liaison psychiat
ry service's experienc
e. 

Neuropsycho
pharmacol R
ep. 

41 471-475 2022 

稲垣中 ,  佐藤英
樹, 稲田健, 市橋
香代, 中川敦夫, 
古郡規雄, 橋本亮
太, 

本神経精神薬理学会統
合失調症薬物治療ガイ
ドライン改訂版作成タ
スクフォースブラッシ
ュアップチーム. わが
国で実施された臨床試
験と使用成績調査の結
果から見た抗精神病薬
による統合失調症薬物
治療の安全性. 

臨床精神薬理 24 1153-1169 2021 

市橋香代, 橋本亮
太. 

【向精神薬の出口戦
略】当事者・家族・支援
者と作り上げる出口戦
略. 

臨床精神薬理 24 911-918 2021 

齋藤隼、鮫島浩
輝、佐藤翔、魚谷
隆弘、松永茂剛、
長井智則、斎藤正
博、菊池昭彦、高
井泰 

卵巣成熟奇形腫破裂に
より、化学性腹膜炎・術
後腹腔内膿瘍を発症
し、治療に難渋した1例 

埼玉産科婦人
科学会雑誌 

52 73-78 2022 

清水元治、黒瀬喜
子、高橋葉子、宮
澤祐樹、沢田圭
佑、江良澄子、赤
堀太一、矢部慎一
郎、小野義久、松
永茂剛、長井智
則、斎藤正博、菊
池昭彦、田丸淳
一、髙井泰 

妊娠中に転移性卵巣腫
瘍の診断に至った直腸
癌既往妊娠の1例 

埼玉産科婦人
科学会雑誌 

52 23-28 2022 

宮下大輔、赤堀太
一、黒瀬喜子、魚
谷隆弘、松永茂
剛、長井智則、斎
藤正博、菊池昭
彦、髙井泰 

帝王切開瘢痕部妊娠の
中絶手術後に発生した
子宮動静脈奇形に対し
子宮摘出に至った１
例、 

埼玉産科婦人
科学会雑誌 

52 100-105 2022 

 

Ono Y, Takeuch
i T, Tsushima 
R, Nakamura 
Y, Hashizume 
M 

Factors related to ag
gravation of menopa
usal disorers - Focus
ing on somatosensor
y amplification - 

Journal of J
apanese Soci
ety of Psych
osomatic Obs
tetrics and 
Gynecology 

Vol.25,3 175-182 2021 

対馬ルリ子 

 

産婦人科医が考える女
性の理想体型女性のや
せの問題（女子ホルモ
ンと栄養）- 

-女性のやせの問題（女
子ホルモンと栄養）- 

日本アンチエ
イジング歯科
学会誌 

vol.14 18-23 2021 
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対馬ルリ子 女性とスポーツ医学 東京産婦人科
医会会誌 

第316号No.
159  

2 2021 

対馬ルリ子 女性のライフステージ
とホルモンの変化 

Rp.+ vol.21 No.
1 

38-45 2022 

対馬ルリ子 妊娠・出産・育児期に特
有の健康課題 

産業保健と看
護 

14巻1号 31-35 2022 

対馬ルリ子 経口妊娠中絶薬の治験
について 

2021年12月、経口妊娠
中絶薬が承認申請 

東京思春期保
健研究会 N
ews Letter  

156号 3 2022 

鈴木（堀田）眞理 日本女性のやせと健康
問題 

健康医学（一
般財団法人健
康医学協会） 

51 34-36 2021 

鈴木眞理 一般社団法人日本摂食
障害協会の活動 

臨床栄養 139巻5号 657-662 2021 

小原千郷，菅原彩
子，西園マーハ
文，鈴木(堀田)眞
理 

オンライン上で行う摂
食障害の啓発活動の試
みとその課題―当事者
の発表動機と発表の影
響に着目して―人間科
学研究 

文教大学人間
科学部 

42 71-80 2021 

 
  

 


























